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９
月
定
例
会
は
、９
月
６
日（
金
）か
ら
10
月
９
日（
水
）ま

で
の
34
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、代
表
質
問
に
お
い
て
４

名
、一
般
質
問
に
お
い
て
10
名
の
議
員
が
質
問
を
行
っ
た
ほ
か
、

常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、付
託
さ
れ
た
議

案
の
審
査
や
所
管
事
項
の
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、前
年
度
の
決
算
関
係
議
案
に
つ
い
て
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、「
令
和
６
年
度
宮
崎
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）」な
ど
28
件
の
知
事
提
出
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決（
同
意
・
承
認
・
認
定
）し
た
ほ
か
、「
医
療
的
ケ
ア
児

者
・
重
症
心
身
障
が
い
児
者
へ
の
支
援
充
実
を
求
め
る
意
見

書
」な
ど
５
件
の
議
員
発
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

９
月
定
例
会
の
概
要令和５年度の決算審査を行いました

　９月定例会では、前年度の決算関係議案について
専門的に審査を行うため、決算特別委員会が設置さ
れました。決算特別委員会は、議長及び２名の監査
委員を除く全議員で構成され、委員長には野﨑幸士
副議長、副委員長には川添博議員が選任されました。
　委員会は、５つの分科会に分かれ、一般会計・特別
会計及び４つの公営企業会計について、予算が適正
に執行されたかなどの観点から慎重に審査を行い
ました。その結果、一部に改善すべき点は見受けら
れるものの、全般的には適正に執行されており、い
ずれも認定又は可決及び認定すべきものとの結論
に至りました。　

●予算・決算の流れ
予算編成（県）

県が予算案を作成
（県議会の指摘要望事項の反映）

予算審議（県議会） 県議会で本会議、常任委員
会を通じて内容を審査

予算成立 県議会で議決

予算執行（県）

審査（監査委員）

決算審査（県議会）

県が年度を通じて事業を
実施

監査委員が決算を審査し、
意見書を知事に提出

県議会の本会議、決算特別
委員会を通じて内容を審
査・認定

令和６年度宮崎県一般会計補正予算（第４号、第５号、
第６号）

東京ビル再整備事業、介護現場におけるICT導入支援
事業　等
南海トラフ地震等に備えた避難所環境改善事業、中小
企業BCP策定等緊急支援事業　等
第５０回衆議院議員総選挙及び第２６回最高裁判所裁
判官国民審査に伴う経費

　上記３件をあわせて約１６１億円の増額補正が行われ、その
結果、一般会計の予算規模は、６，７７９億６，０９２万６千円とな
りました。

医療的ケア児者・重症心身障がい児者への支援充実を
求める意見書
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の拡充を
求める意見書
コウライオヤニラミの特定外来生物指定を求める意見書
私学助成の拡充・強化を求める意見書

・

・

・

・
・

可決等された主な知事提出議案

可決された意見書

９月定例会９月定例会

第４号

第５号

第６号
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代 表 質 問

一 般 質 問

各議員の主な質問と答弁の要旨を紹介します。
代表質問の模様は、県議会ホームページの議会中継（録画）で
ご覧いただけます。

各議員の主な質問と答弁の要旨を紹介します。
一般質問の模様は、県議会ホームページの議会中継（録画）で
ご覧いただけます。
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議  員

議  員

議  員

議  員

議  員

公明党宮崎県議団
都城市選出

宮崎県議会自由民主党
都城市選出

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
日向市選出

県民連合立憲
延岡市選出

宮崎県議会自由民主党	
串間市選出

宮崎県議会自由民主党
延岡市選出

公明党宮崎県議団
宮崎市選出

教頭等の時間外業務時間削減の取組について

地域の災害対応力を維持していくための取組

東九州自動車道の休憩施設整備について

熊本県山都町の廃棄物最終処分場について

自衛隊の評価と防衛議員連盟との連携について

東京一極集中是正について

県内病院のＢＣＰ（事業継続計画）について

「グリーンボンド」について

問副校長・教頭の時間外業務時間について、45
時間未満の割合は、例えば小学校では約17％
と厳しい状況。県の取組について伺いたい。
答教育長　校務支援システムの活用による各
種調査や会議の効率化、校舎の戸締りの分担
や留守番電話の設置、登下校の見守りを地域
のボランティアにお願いするなど、業務内容と時
間の削減に取り組んでいる。今後、更なる業務
明確化、人材配置等の研究を行う。

答県土整備部長　入札制度において、総合評
価落札方式における地域企業育成型や指名
競争入札の実施等により、地域の建設業者が
受注しやすい環境づくりに取り組むほか、共同
して災害対応を行う地域メンテナンス業務を
導入し、その取組を入札で評価したり、復旧・復
興ＪＶ制度を創設し、災害復旧工事に関わる仕
組みを導入。今後とも災害対応の空白地域が
生じないように取り組む。

問地域の災害対応力を維持していくためにど
のような取組を行っているのか伺いたい。

問「北川はゆま」から「川南パーキングエリア」
区間の休憩施設整備は急務と考えるが、整備
に向けた取組について伺いたい。
答知事　これまでも建設促進協議会等で財務
省や国土交通省等に要望している。８月にＮＥ
ＸＣＯ西日本を訪ねた際は九州における重要
な課題との認識が示された。今後とも、私が先
頭に立ち、必要性を訴え、安全・安心な高速道
路整備の実現に向けて取り組んでいく。

問設置計画の見直し表明後、２年間の動きと
県の取組、今後の対応は。
答環境森林部長　事業者への確認では、現在、
設計等の委託業者、専門家等との打合せや他
の施設の視察を行っているとのこと。当初は、２
年かけて設置見直しと事前の環境影響調査
を行い、令和７年３月頃に住民説明会を開催
予定であったが、更に２年以上かかる見通しで、
完了の目処は立っていない。今後も情報収集や
提供に努め、熊本県を通じて事業者に本県関
係市町や住民への説明責任を求める。

問自衛隊の評価と、県内２６市町村の防衛議
員連盟との連携について、防衛協会会長でも
ある知事に伺いたい。
答知事　風水害や鳥インフルエンザ発生時等
において迅速かつ多大なる支援をいただき、そ
の存在を頼もしく感じており、感謝の気持ちを
持って防衛協会会長を務めている。県内の防
衛議員連盟の皆様と連携しながら、自衛隊の
災害対応等の活動をともに支援してまいりたい。

問人口減少の克服に向けては、東京一極集中
の是正は不可欠と考えるが、知事の思いを伺う。
答知事　今こそ、強い覚悟で、東京一極集中と
いう構造的課題の是正に踏み出すべきであり、
この問題を国政の中心的課題として位置づけ
ていただきたいと強く願っている。企業等の地
方移転など、地方分散型社会の実現を図るよう、
本県知事、そして九州地方知事会長として国に
強く対応を求めるとともに、若者や女性がいき
いきと活躍し、将来に夢や希望を描くことがで
きる宮崎づくりに全力を尽くしていく。

問県内の病院におけるＢＣＰの策定状況と今
後の取組について伺いたい。
答福祉保健部長　令和５年９月時点で災害拠
点病院が１００％、それ以外の病院が３５．６％
となっており、近年の地震等の発生を踏まえ
るとＢＣＰ策定が急がれる。県内病院に対して、
国の手引や研修資料等を添えて、策定の依頼
を文書で行ったところであり、今後ともＢＣＰの
重要性について周知していく。

問環境問題の改善に役立つグリーン事業に
使途を限定する債権（ボンド）だが、その「グ
リーンボンド」の概要と発行について、総務部
長に県の考えを伺いたい。
答総務部長　グリーンボンドは、地方公共団体
が、気候変動へ適応していくため、防災・減災対
策や環境対策の財源として共同で発行する地方
債であり、本県においても今年度初めて４０億円
を発行し、河川の護岸整備や浚渫などの風水害
対策に活用することとしている。今後も、資金需
要等を踏まえ、継続的に発行したいと考えている。
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議  員

県民連合立憲
宮崎市選出

県民連合立憲
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
延岡市選出

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

無所属の会 チームひむか
児湯郡選出

未来につなげる少子化対策への提言について

県民に身近な「地域の書店」の振興について

天皇皇后両陛下の県北地域への訪問について

国道10号宮崎西バイパスの整備状況について 宮崎県総合文化公園の駐車場について

除草剤使用が及ぼす環境や人体への影響について

問提言にある女性や若者にとって魅力ある雇
用の創出にどう取り組んでいくか。

問「読書県みやざき」として、地域の書店を守る
ことで、県民が本を選び、本を読む、豊かな読
書環境を守り育てる考えはないか。

答知事　人口減少対策は、自然減と社会減の
両面から重層的に対策を講じていく必要があ
る。県内定着のため、雇用の質や魅力の向上が
重要であり、職場環境の整備、多様な雇用形態
など女性や若者にとって望ましい働き方ができ
る良質な雇用の創出に全庁を挙げて取り組み、
選ばれる宮崎づくりを進める。

答知事　地域の書店は書籍販売の利益率の
低さやインターネット販売の拡大などから厳し
い経営状況にあり、本県でも１０市町村で書店
がない。国の動向を注視しながら、引き続き、事
業者との意見交換等を通じて、実態の把握や
課題整理に努めていく。

問宮崎国スポにおいて、県北地域を訪問して
いただきたいと考えるが、過去の御訪問状況
と今後の県の取組について伺いたい。

問国道10号宮崎西バイパスの整備状況につ
いて伺いたい。

問コンサートや作品展、イベント等が重なる度
に駐車場が不足している。美術館東側の文化
広場を駐車場として有効活用できないか。

問WHOは農薬の主成分のグリホサートが、
発がん性の恐れがあるとしており、他県ではグ
リホサート含の除草剤の使用を禁止している
自治体もある。本県においても県民の健康を
守るため公共の場で同様の取組を始めては。

答知事　昭和天皇・皇后両陛下が昭和48年の全
国植樹祭において、延岡市の城山公園などを、上
皇・上皇后両陛下が昭和61年の全国育樹祭にお
いて社会福祉センターを御視察された。県としては、
大会に伴う行幸啓の御日程等も踏まえながら、御
視察先について宮内庁に提案してまいりたい。

答県土整備部長　宮崎市大橋３丁目から富吉
までの延長5.7kmを、国が４車線で計画し、昭
和49年に事業化され、平成12年に全線開通と
なり、一定の効果が出ているが、一部区間は2
車線で供用されている。今後とも関係機関と連
携を図りながら、県央地域における道路ネット
ワークの構築に取り組んでまいりたい。

答県土整備部長　文化広場は、「天の岩戸」神
話をモチーフに整備され、文化施設の建築美と
調和した景観を形成していることから、駐車場と
しての活用は難しい。現在、都市公園法等の制
約がある中、収容台数を増やすための検討を
部局横断的に行っている。

答県土整備部長　県の都市公園等では総合運動
公園等５つの公園でグリホサート含の除草剤も使
用している。今後の除草剤の取扱いは、他の公共施
設の状況や利用者の意見も参考に検討していく。

常　任
委員会

９月定例会の主な審査状況及び県外
の現地調査について紹介します。

総
務
政
策
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生
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工
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設
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境
農
林
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文
教
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察
企
業

　国際定期便「宮崎－ソウル線」について、利用率が
下がる夏に支援を強化しているところであるが、経
済交流を充実させていくために、再開する「宮崎－
台北線」についても、アウトバウンドの機運を醸成す
る施策をいち早く進めていただくよう要望しました。

　南海トラフ地震臨時情報の初めての発表により生じ
た観光客の不安を払拭し、観光需要を早急に回復する
ため、国際定期便増便等を活用したインバウンド誘客
拡大をはじめ、県内の魅力ある情報の発信により、県
内宿泊者の誘客に努めていただくよう要望しました。

　牛肉消費が長期にわたり低迷し、畜産農家の離農
が増える中、県内外での新たな需要を創出する緊急
対策事業を矢継ぎ早に実施いただいているので、継
続して対策に取り組んでいただくよう要望しました。

　他県の指定暴力団による拳銃を使用した抗争があったことから、
組事務所を２４時間体制で警戒し、通学時の児童保護のために通学
路の警戒を高めるなどしているが、今後、あらゆる暴力を追放し、暴
力のない安全で安心な宮崎県を目指していただくよう要望しました。

　日南病院の病棟再編後の病床稼働率について、
適切な目標設定を行うとともに、公立病院としての
役割を果たすため、国に対する地方財政措置の要
望を含め、収入の確保に向けた取組をしっかりと
行っていただくよう要望しました。

　国立社会保障・人口問題研
究所や茨城県常総市などを訪
問し、茨城県庁では国スポ・障
スポに向けた取組などについ
て調査しました。

　黒部ダム、東洋計器、富士電機パ
ワーセミコンダクタなどを訪問し、ソ
フトバンク株式会社では、ＤＸを活用し
た働き方などについて調査しました。

国際定期便「宮崎－台北線」の再開について

観光みやざき緊急誘客事業について

宮崎牛需要創出緊急対策事業について

宮崎県暴力追放に向けた取組について
県立病院の経営改善に向けた取組について

県外調査

県外調査

笠松運動公園

黒部ダム
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地域活性化対策

防災減災・県土強靱化対策

特　別
委員会

９月定例会中における調査及び県
外の現地調査について紹介します。

カーボンニュートラル推進対策

女性就業の現状や働きやすい職場
づくりへの取組について、関係団体等と意見交換を
行いました。

令和６年８月発生の地震・台風災害
や災害発生時の体制等について、総務部（危機管理
局）から説明を受けました。

循環型林業の推進や宮崎県における
温室効果ガス（GHG）排出量の算定方法等について、
環境森林部、商工観光労働部から説明を受けました。

移住施策等の取
組についてNPO法人グリーン
バレー(徳島県)から説明を受け
たほか、フクヤ建設(株)(高知県)、
和気町役場(岡山県)、岡山市役
所の現地調査を行いました。

(一財)国土技術研究センター(東京
都)から「災害の自分事化協
議会」の検討成果について説
明を受けたほか、のと里山空
港を始めとする被災地(石川
県)、富山県広域消防防災セ
ンター、富山県庁の現地調査
を行いました。

モーダルシフト
の取組等についてヤマト運
輸(株)羽田クロノゲート(東
京都)から説明を受けたほか、
埼玉県庁、東京商工会議所、
神奈川県庁の現地調査を行
いました。

　政治家が選挙区内の人に、お金や物を
贈ったり、有権者が政治家に寄附を求めるこ
とは、公職選挙法により、禁止されています。
例えば、
●地域のスポーツ大会やお祭りへの寄附、飲食物の差入れな

ど、各種行事に金品を贈ること
●歳暮、中元、花輪、生花、祝儀などを贈ること
は禁止されています。また、年賀状などのあいさつ状を出すことも、
禁止（自筆による返信を除く）されています。
さらに、宮崎県議会では、
○上記行為を選挙区外でも行わない　
○選挙区内外を問わず、祝電・弔電を打たない
○贈らない、求めない、受け取らないの「三ない運動」を順守する
ことを申し合わせ、お金のかからない政治の実現を目指しています。
県民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

お金のかからない
政治の実現にご理解を！
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令和６年１１月定例会
  11月定例会は、12月10日(火)ま
で開催しています。
　詳しい日程は、県議会ホームペー
ジをご覧ください。

　宮崎県議会では、宮崎産業経営大学と協力して、令和
２年度から「県議会インターンシップ」を実施しています。
今年度は、４名の学生が９月定例会の中で本会議や常任
委員会での業務を体験しながら、県議会の仕組みや役
割などを学びました。
　学生からは、「正副議長との意見交換や議場業務な
ど貴重な体験ができ、県議会に対して理解が深まった。」

「県の状況や課題について詳しく調べたくなった。」等
の感想がありました。
　今後も、県議会に広く関心を持っていただけるよう、
取組を進めてまいります。

　県議会では、議会や議員を身近に感じてもらい、選挙
や政治への関心を高めることを目的として、県内高校の
生徒の皆さんに、県議会議員が直接話をする県議会議
員講座を実施しています。
　令和６年10月22日には、内田理佐議員と工藤隆久議
員が県立宮崎海洋高等学校で講座を実施しました。
　講座では、県議会についての説明や議員活動の話の
ほか、質疑応答を行いました。
　講座を受けた生徒からは、「県議会や議員の活動につ
いて詳しく理解することができたので良かった」、「自分
の意見を政治に反映するために、有権者になったら投
票に行ってみたい」などの声をいただきました。

「県議会の動き」が１００号を迎えました！

県議会インターンシップの実施

県議会議員講座「こんにちは！県議会です」の実施

　「県議会の動き」が今号で記念す
べき100号を迎えることとなりまし
た。
　平成20年６月発行の第１号から、
定例会の概要など様々な議会活動
の情報をお知らせして参りました。
　これからも県民の皆さまにより分
かりやすい情報をお届けできるよう
努めてまります。
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（一財）国土技術研究センター


